
（別紙様式３）

公表数値目標の達成状況（１７年４月～１８年９月）
館林信用金庫

公表数値目標の内容

公表数値目標
実　績 評　価

「推進計画の進
捗状況（18年度
上期）」において
達成状況を公表
(予定を含む）し
ている公表数値

目標
（注5）

（注２）（注３）

19年3月末
（17～18年度中）

目　標

18年9月末
（17～18年度上期中）

実　績

18年9月末時点
での目標に対
する達成状況
の評価
（注4）

備　　考　

18年9月末
（17～18年度上期中）

目　標

（注2）（注3）

不良債権比率 ー 9％以下 9. ②19％ ○

自己資本比率 ー 13％ 12. ②86％ ○

預金残高 ー 106,068百万円 104, ②941百万円 ○

貸出金残高 ー 58,764百万円 57, ②196百万円 ○

（注1）本表の数値の記載に当たっては、数値の単位（百万円、億円、件、箇所等）も含めて記載すること。また、単位は公表数値目標の単位に統一して記載すること。

（注2）「公表数値目標」とは、「地域密着型金融推進計画」（以下「推進計画」）において公表した数値目標をいう。

　　　公表数値目標について追加、見直し等を行っている場合は、追加、見直し等後の数値を記載すること。また、公表数値目標について追加、見直し等を行っている場合は、その旨備考欄に記載すること。

（注3）19年3月末（17～18年度）〔２年間〕、または18年9月末（17～18年度上期）の公表数値目標を設定しておらず、各年度毎の公表数値目標のみを設定している等の場合はその目標等を備考欄に記載する

　　　こと。なお、１9年3月末（17～18年度）〔２年間〕、または18年9月末（17～18年度上期）の公表数値目標を設定しない場合は「－」を記載すること。

（注4）「18年9月末時点での目標に対する達成状況の評価」については、

　　　＜「18年9月末（17～18年度上期中）」の公表数値目標を設けている場合＞

　　　 「目標を概ね上回り順調」の場合は「①」を記載、「目標に対し概ね順調」の場合は「②」を記載、「目標の達成に向け引き続き努力」の場合は「③」を記載すること。

　　　＜19年3月末（17～18年度）〔2年間〕の公表数値目標を設けている場合＞

　　　 「19年3月末（17～18年度中）の目標を概ね上回る見込みで順調」の場合は「①」を記載、「19年3月末（17～18年度中）の目標の達成に向け概ね順調」の場合は「②」を記載、「19年3月末（17～18年度中）

　　　 の目標の達成に向け引き続き努力」の場合は「③」を記載すること。

　　　＜19年3月末（17～18年度）〔2年間〕、または18年9月末（17～18年度上期）の公表数値目標を設けていない場合＞

　　　 各年度毎の公表数値目標等から、上記、＜19年3月末（17～18年度）〔2年間〕の公表数値目標を設けている場合＞に準じて計画期間（17～18年度）の達成状況を評価、記載すること。

（注5）「『推進計画の進捗状況（18年度上半期）』において達成状況を公表（予定を含む）している公表数値目標」については、本報告期限の11月6日時点で、達成状況の公表（予定を含む）を行っているものに

　　　「○」を付すこと。
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